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関西支部

平成 22 年度支部大会および支部総会

石 田泰
一

郎 （関西支部長 ）

　2011（平成 23）年 2月 19日 （土）京都大学桂 キ ャ ン パ

ス B ク ラ ス ター柞 ホ ール に お い て，京都大 学大学 院 工

学研究科の 共催を得て 開催 した．参加者は 64名，研究

発表 は 19件 で あ り，特別講演 まで 含 め て 密度 の 高 い
一

日 に な っ た．研 究発 表 で は 学 生 に よ る 発表 が 多 く，活

発 な質疑 と討 論が な され た ．そ の 中 で 研究発表優秀賞

（奨励賞） は明本学 さん （立 命館大学），岡本 由佳子 さ

ん （京都府立大学），中川昌也 さ ん （京都大学） の 3名

に 決 定 した．優秀な発 表が 多く僅差 の 審査で あ っ た と

の 総 評が あ っ た ．特別講演は 片寄晴弘氏 （関西学院大

学理 T一学部教授）に CrestMuse プ ロ ジ ェ ク トの 考え方

に始 ま り，具体 的 な研 究成果 を豊富 な映像 と 音楽情 報

を用 い て ご 紹介頂 い た ．楽 曲の 特徴抽出，白動作 曲，

歌 唱 デ ザ イ ン ，音楽鑑 賞 イ ン ターフ ェ
ース な ど の 面 白

さを楽 しみ つ つ ，デ ザ イ ン や オ リ ジナ リ テ ィ とは何か

とい う こ とを改 め て 考 えさせ られ る 刺 激に満 ち た 講演

で あ っ た．

　特別講演 の あと支部総会を開催 し，今年度の活動状

況 に つ い て 計画 も含め 説明 と報 告 を行 い 承認 され た．

会計に つ い て は年度の 途 中で もあ り5 月の 総 会 資料で

決算 等を確認 い ただ くこ とで ∫承 を得 た．

第 1 セ ッ シ ョ ン 〈 照明と色〉 （1〜 4）

　最 初 の 口 頭発表は 4 件で あ っ た ．本セ ッ シ ョ ン で は，

空 間の 明る さ感に つ い て ，室 内空間に 有彩 色物体 を置

き．光源 の 種類，照 度，並 び に 物の 色を 変化 させ た 場

合 に ，被験 者が どの ように評価 す るか に つ い て検討 し

て い た．光源 は，最近 普 及 して い る LED 照 明に よる

発表が 2件，蛍光灯 に よ る もの が 2件 で あ っ た．照 明

方法は，実空間 を考えて 窓面か ら照 明 した 発表が 1件

以外 は，天 井照明で あ っ た．こ こ で は，評価に影響す

る 要因が多 く．結果 を導 く実験 条件 の 設定方法 に 難 し

さを感 じた．　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （大野治代 ）

第 2 セ ッ シ ョ ン 〈視認性〉 （5 〜 8）

　色覚異常，白内障 ，視覚 障害 な ど何 ら か の 視 覚的 な

困難を有する 人に対する 支援技術に 関する 4件 の 研究

発 表が あ っ た．デ ィ ス プ レ イ色空 間におけ る混同色線

に関す る研 究 プ ロ グペ ー
ジ の 視 認性 向上 の ため の 研

究 は ．多 様 な メ デ ィ ア の 利 用 を想定 し た もの で あ る．

白内障の 簡易測定法 と して色弁別 とい う単純な課題を

用 い た方法 が提案 された．また，視覚 障害者 に 衣類 の

色 と模様を音声情報で伝達 す る ユ ニ ーク な試 み の提案

もあ っ た．い ずれ の 研 究 もユ
ー

ザ
ー

の 個 別 の 特性 へ の

対応 を め ざ した もの で あ り．興味深 く感 じた，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （石出 泰
一

郎）

第 3 セ ッ シ ョ ン 〈情報，計測 〉 （9 〜 12）

　デ ジ タ ル カ メ ラ を用 い た 二 次元 シ ー
ン の 色度 計測，

マ ル チ バ ン ド カ メ ラ 画像 の 位置ずれ補正，分光画像 に

よる距離推 定，測色 計を用 い な い 携 帯電 話 デ ィ ス プ レ

イ の カ ラ
ーマ ネジ メ ン トに つ い て の 発表があ っ た．

　 と くに，測色計 を用 い な い パ ーソ ナ ル な カ ラ ーマ ネ

ジ メ ン ト手法は，完全 色恒常性の 成立 を前提 とす る こ

との 妥 当性 に つ い て フ ロ ア
ー

か ら指摘 が あ っ たが，多

様な照明環境 で 使用 さ れ ，所有 者以外 は 使用 し な い と

い う携帯電話 の 特徴 に 合致 し，興味深 い 提案で あ る．

今後の 研究 の 成果 を期待 した い ．　　　　 （片山
一

郎）

第 4 セ ッ シ ョ ン 〈色彩心理 ，応用〉 （13〜 16）

　色彩心 理，応用 の セ ッ シ ョ ン で は，中 国におけ る甘

味を表す 言葉 と色 の イ メ ージ に関す る 調査研 究や，給

食用 トレ イの 色 と料理 の 組 み 合わ せ が 与える 心 理的影

響 な ど，食 と色彩 に 関連 する 発表が まず 2 件あ っ た．

つ ぎ に 色彩調和 に 対す る 照 明光源 の 影響や 印象語 に よ

る 画像検索 シ ス テ ム の 構築な ど，配色 と色彩感情 に 関

連 づ けた研 究が 2 件発表 された．どの 研 究発表 で も活

発 な質疑応答が なされ ，色彩心理 へ の 興味や 期待が 高

まっ て い る こ とが感 じられ た，　 　　　　 （西　省吾）

第 5 セ ッ シ ョ ン 〈色とイメージ 〉 （17　一　19）

　 トイ レ 表示 の 色彩 と デ ザ イ ン に つ い て は，調 査地点

が少 なす ぎ る こ とが気に な る が，日本人 に とっ て 常識

に な っ て い る 「男 が青 ・女が赤1 と い うこ と が，海外

で は 意外 と 無彩色 が多い な ど 参考 に な る事例 が 報告 さ

れた．四 季の イ メージの 報告は．初学者 とい う前提が

あ るにせ よ，少 し関連 づ け るの は無理が ある と思 われ
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る．現代 日本 の 和 色名 と カ タ カ ナ色名の 嗜好度調査分

析 は，紫 色 の み が 和 名 と し て 好 ま れ る 以 外は 全 て カ タ

カ ナ の 方が好 まれ る とい う，い か に も現 代的 な答えが

興味を抱か せ た．　 　　　　　　 　　　 （須田勝仁）

〈 発表〉

（1）有彩色物体が 存在す る 空間 の 明る さ感の 定量的

予測 に関す る研究
一

浅 野雄太 ・石 田泰
一

郎 （京都大学

大学院）

（2）空 間 の 明る さ感 に与 える家 具色彩 の 影響
一

高 田

英成 ・山 口 秀樹 ・篠田博之 （立命館大学情報理工 学部）

（3 ）窓の あ る 照 明空間 の 明 る さ感評価一丸山隆志 ・山

口 秀樹 ・篠 出博之 （立命館大学情報理 工学部）

（4 ）照 明 の 色 に よる空 間 の 視 覚 的印象 の 色 度 図全域

に わ た る体系的 評価
一

中川 昌也 （京都大学工 学部）．

石 田泰一郎 （京都大学大学 院）

（5 ）デ ィ ス プ レ イ色空 間に お ける 擬似 二 色型色覚者

の 色弁別閾値か ら の 混同色線 の 導出一松平圭央 （立命

館 大学大学院），篠田博之 ・III口 秀樹 （立 命館 大学情報

理 工 学部）

（6 ） プ ロ グ ペ ー
ジ の 視認性 向上 の 為の 色 彩変換

一
上

原　翼 ・土居元紀 （大阪電気通信大学）

（7 ）散乱光 に よ る 色 弁別 能力低 下 に もとつ く白内障

簡易測定法
一

岩本政 史 （立命館大学大学 院），篠田博

之
・
山口秀樹 （立命館大学情報 理 工 学部）

（8 ）視 覚障が い 者支援の た め の 衣類の 色お よ び模様

提示 シ ス テ ム の 評価一三 宅正 夫
’・眞鍋佳 嗣

＃・
浦 西友

樹
’・池 田聖

潮・千原 國宏
’
（
’
奈良先端科学技術大学院大

学，＃

千葉大 学大学院）

（9 ）デ ジ タ ル カ メ ラ を用 い た輝 度 ・色度分布計測 に

お け る周 辺 光補 正
一

明 本　学 （立命館大学大学院），

山 口秀樹 ・篠田博之 （立命館大学情報理 工 学部 ）

（10）十渉 フ ィ ル タ に よる マ ル チ バ ン ドカ メ ラ の 補正

手 法
一

西　省吾 （大阪 電気通信大学），富永昌治 （千

葉大学大学院）

（11）分光反射率 を用 い た ス テ レ オ マ ッ チ ン グ に よ る

三 次元計測
一南　淳史 ・十居元紀 （大阪電気通信大学）

（12）色恒常性 を利用 し た携帯電話デ ィ ス プ レ イ の カ

ラ
ー

マ ネ ジ メ ン ト
ー

占川幸司 ・篠 田 溥之 ・山 口秀樹 位

命館大学情報理 工 学部 ）

（13）甘 味を表す 言葉 と色 の イ メ
ー

ジ
ー

中国人 の 大 学

生 を対象に して 一薛　暁増 ・
冨 出圭子

・松井元子
・大谷

貴美
．
r− （京都 府立大学 〉

（14）給食用 ト レ イ の 色 と料理 の組み 合わ せ が喫食者

の 心 理 に 与 え る影響
一

岡本 由佳子 ・冨 出 圭 子 ・松井元

子 ・大谷貴美子 （京都府立 大学 ）

（15）色集 合 の 調和 性 に 対 して 照 明光 源 の 色 が与え る

影響 の 系統的調査一森　文徳 ・
石田泰一

郎 （京都大学

大学院）

（16）個人性 を考慮 した印象語に よ る 画像検索一湯 口

翔史朗
・
土居 元紀 （大阪電気通信大 学）

（17） トイ レ表示 の 色彩 と デ ザ イ ン
ー3 都市 の ピ ク トグ

ラ ム ー金　基英
・
大野治代 （大手 前大学）

（18）初学者 に お ける 日本 の 四季の 色 イ メ ージ と形 と

の 関連性一森友令子 （大阪国際大学現代社 会学部）

（19＞現代 口本語 の 和名色 名と カ タ カ ナ 色名の 嗜好度

差一300名 の 色名 ア ン ケ
ー

ト調査分 析結 果
一

吉村 耕 治

（関西外国語大 学短期大学部），山田有子 （色彩講 師
・

挿絵画家）

〈 特別講演 〉

音 楽 デ ザ イ ン ・鑑賞を支援す る技術 一CrestMuse プ ロ

ジ ェ ク トで の 取 り組み
一

関西 学 院大学 理工 学部教授

片寄晴弘氏

研究発表 特別講演 片寄晴弘氏 　　　発表優秀賞受賞者

（左 か ら中川，明本，岡本の各氏）
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